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誰もが情報発信できる時代となり、SNSでのネットワークコミュニケーションを楽しむ人が増えてい

る。その中で現在、日本ではFacebookが流行し、多くの人がFacebookで情報発信したり、書き込み

記事を読んで情報収集したりしている。そのため、自治体の中でもFacebookを利用したホームページ

を作成し、より多く人に読んでもらおうとしているところも出てきている。そこで、自分のホームペー

ジをFacebookと連携し、読者を増やすための方法等を述べ、最後に今後の動向について考察する。 

 

１．はじめに 

Facebookは、2004年に米国の学生向けにスタートし、2006年9月に一般に公開、その後急速に会

員数を増やし、日本では2011年9月時点で1000万人の会員を獲得している。ＳＮＳのサーバの中でも

利用者が多いため、mixiの利用者もFacebookへ乗り換える程の人気を博しているSNSである。日本

では、OpenPNEやOpenSNP等の無料のSNSソフトが存在し、数年前には地方ごとにそれらのソフ

トを使った地域SNSが多数立ち上がっていた。（地域SNSは、2010年には519個まで存在した。）現

在は、利用者の拡大がStopし、その運用の費用負担等の理由から閉鎖された地域SNSも増えている。

それ以前の2006年頃には全国版のSNSであるmixiが流行し、2010年頃にはmixiと地域SNSとの

両方が稼働していた。（mixiは2007年5月に会員数が1000万人を超えている。）このSNS流行の背景

には、それ以前に掲示板と呼ばれるサービスで意見交換することが始まっていたが、意見を誰からも受

け入れられる設定にした場合に、誹謗中傷に近い書き込みが発生したり、商品売り込みのための全く関

係のない書き込みが発生したりして、良識ある人のみから意見をもらいたいという意識が働いたため、

会員のみ書いたり読んだりできるSNSが望まれたという背景がある。まず全国版のSNSであるmixi

が掲示板の次に流行し、地方でも特色のあるローカルなコミュニケーションを図れるようにと地域活性

化と銘打って地域SNSが流行した。その後、参加者増の勢いが失せると、参加者の多そうなFacebook

へ乗り換えが進んだという時代背景がある。Facebookの参加者はネット利用の頻度が高いユーザ層で

あり、その方々へ情報を見てもらおうとFacebookと連携してのホームページが多くの組織で作られる

ようになった。 

FacebookにはFacebook APIが存在し、連携向きの機能が提供されている。有名なものにOAuth認

証と呼ばれる機能があり、他サイトでのユーザ認証が成功している者には、そのサイトとFacebookが

情報交換することによって、Facebookのユーザ認証をせずにFacebook内へ情報を書き込んだりできる

ようにする機能がある。他には、Facebookの特定ページの記事を他サイトの中で見えるようにする機 



能や、逆に他サイトのページをFacebookの

中で見せるようにする機能もある。自治体の

ホームページをFacebookの中に作成したと

言われることで有名な武雄市のホームページ

は、他サイトでのHTMLによるページを

Facebookの中で見せるようにし、そのペー

ジをトップページのようにした（図１参照）。

市民からの書き込みを受け付けるページを

Facebookの中に作り、市民と職員との情報

交換を図ろうとしたものである。松阪市のホ

ームページでも同じような考えの下、市民か

らコメントをもらえるFacebookページを創

設し、その中の記事は市から認定された団体

によって書き込みをしてもらい、「市民との情

報の架け橋」と称する活動[1]を行っている。

そのFacebookのページを松阪市のホームペ

ージのトップページの一部に枠を設けて表示

させ、市民枠と称している（図２参照）。三重地方のローカルなＳＮＳであるみえぢん+SNS[2]もFacebook

と連携し、書き込み記事がＳＮＳの中とFacebookおよびTwitterの中に同時に書き込まれるようにな

っている[3] [4]（図３参照）。以下では、これらの実現方法について述べることにする。 

 

２． トップページをFacebookページにする方法 

武雄市のホームページのようにトップページをFacebookの中に見せる方法を述べる。Facebookペー

ジに、HTML等で記述した独自のページを加えるには、インラインフレームと呼ぶ方法を用いる。

  

図１ 武雄市のホームページ         図２ 松阪市のホームページ内の市民枠 

                               （後半中央部分） 

 

図３ みえぢん＋SNSの日記投稿ページ 

 （チェックボックスによる同時投稿制御） 



Facebookは会員が日記を書き、会員間で記事

を読み合い、コメントを付けたりして交流する

ページが基本である。書き込んだ記事は、基本

的に時間順で管理され、マイページの中には、

記事やコメントを書いた時間順に友達の記事が

見えてくる。それに対して、静的なページを見

てもらいたい場合には、そのためのHTMLペ

ージを別サイト上に作成公開し、そのページを

Facebookの中にはめ込んで表示することにな

る。制約があり、別サイトで作るHTMLペー

ジはhttps:// で見えること、横幅が固定サイズ

520pxまたは810pxである必要がある。横幅が

大きい場合は、図４のように切れて表示される。

縦方向は大きい場合、スクロールバーが付いて

表示される。 

暗号化されたSSL通信を使ってhttps:// で見えるようにするには、WWWサーバのサーバ認証が必

要となる。SSL通信を提供している有料のWWWサーバを利用する手もあるが、費用を掛けたくない

場合は、大学では国立情報学研究所(NII)が行っている全国大学共同電子認証基盤構築事業（UPKI）の

中のUPKIオープンドメイン証明書自動発行検証プロジェクト（CERPJ）を利用する方法がある。こ

のプロジェクトでは参加機関のサーバに対してサーバ証明書の発行を行っている。 

このインラインフレームの設定方法が、頻繁に変わっており、Google検索で見つかるページの設定の

仕方では、情報が古くて適用できない場合が多いので注意が必要である。 

（１）設定手順 

まずは、Facebookページを作成する。これは、Facebookにログインし、ホームのページの左側の

「Facebookページを作成」のリンクをクリックする。そこで、「地域ビジネスまたは場所、会社または

団体、ブランドまたは製品、アーティスト、バンドまたは著名人、芸能・エンタメ、慈善活動またはコ

ミュニティ」の選択アイコンが表示され、ここでは例えば、「慈善活動またはコミュニティ」を選び、そ

のコミュニティの名前を名付けて、「スタート」ボタンを押してFacebookページを作成する。 

  次に、作成したFacebookページの中で、右上の「設定」メニューを選ぶと、下の方に、「開発者」

のリンクが表示され、その「開発者」をクリックする。開発者用のページ（https://developers.facebook. 

com/）が現れ、左上の「My Apps」のメニューの中、「Add a New App」のサブメニューを選ぶと、「新

しいアプリを追加」とポップアップウィンドウが出て、「iOS Android Facebookキャンパス ウェブサ

イト」の４択アイコンが表示されるが、その下の「advanced setup」をクリックする。 

図５の画面が現れ、Display Nameの欄に文字列を入力する（例えばMyAppsName）この文字列は

「My Apps」のメニューのサブメニューの中に現れ、自分で作ったアプリを区別する名前となる。カテ

 

図４ 横幅大のページをはめ込みした例 

（中央下部分の縦スクロールの左が切れている） 



 

図６ 作成したアプリのダッシュボード 

 

図５ 新しいアプリを作成するページ 

 



 

ゴリの欄で、例えば「コミュニケーション」を選

び、「Create App ID」のボタンをクリックする。 

図６の画面が現れ、左側の「Settings」を選ぶ

と図７の画面が現れる。ここで、Contact Email

欄に管理者のメールアドレスを入力し、下の方の 

「+Add Platfrom」ボタンをクリックする。 

図８の画面が現れ、「Facebook Canvas, 

Website, iOS, Android, Windows App, Page Tab, 

Xbox, PlayStation」の選択肢が表示され、その中

の「Page Tab」を選ぶ。 

図９のPageTabを設定する画面が現れ、Page 

Tab Name にタブ名を入力する（例えば、

MyPageTabName）。この名前は、Facebookページの中の上の方のタブ表示の中に現れる名前となる。

続いて、Secure Page Tab URLの欄に https://で始まる埋め込みページの中身のURLを記述する（例

えば、https://miezine.edu.mie-u.ac.jp/home/ ）その後、「Save Changes」ボタンを押す。 

ここまでで、図６の左側の「Status&Review」を選んだ時に現れる「Do you want to make this app 

and all its live features available to the general public?」の右側のボタンの「No」をクリックし、「Yes」

が表示された状態にすれば、公開状態にすることができるが、公開するのは後からで良い。 

次にFacebookページのページタブとして追加する。図６のAppIDの値（ここでは、501559749982379）

を使って、http://www.facebook.com/add.php?api_key=[AppID]&pages=1 へアクセスする。（ここでは、

 

図７ Settigsの画面 

 

図８ PageTabを選ぶ画面 



http://www.facebook.com/add.php?api_key=501559749982379&pages=1 ） Facebookログイン成

功中ならば、図５で入力したDisplay Name（ここではMyAppsName)の値から、「MyAppsNameを

追加するFacebookページを選択してください」と表示され、その下の箇所で、自作したFacebookペ

ージを選び、「ページタブを追加」ボタンを押すと、そのFacebookページの左側の「アプリ」のセクシ

ョンの中に追加したページタブネーム（ここではMyPageTabName）が見えるようになる。 

これでhttps://www.facebook.com/[ Facebookページ]/app_[ AppID ] のようなURLで見えるように

なるが、これをapp_[ AppID ]の指定部分がないFacebookページのようなURLで見えるようにする

ために、図６の画面に行き「Getting Started」ボタンを押す。 

図１０の選択肢が現れ、Facebookキャンパスを選択すると、図１１の画面が現れる。キャンパスペ

ージの下の欄の「https://apps.facebook.com/」の右側に URLの一部となる文字列（例えば、

myapptoppage ）を入力し、その下の「Secure Host URL」の下の欄には、埋め込みページの中身のＵ

ＲＬを記述する（例えば、https://miezine.edu.mie-u.ac.jp/home/ ）その後「次へ」ボタンを押す。 

図１２の画面が現れ、下の方の「Congratulations! You have added the Facebook SDK to your project. 

You are now in the next stage in integrating your app with Facebook. What do you want to do next? 

Skip to Developer Dashboard or 

Documentation」と表示されている

箇所の、Skip to Developer 

Dashboard をクリックする。 

以上で、https://apps.facebook. 

com/myapptoppage のＵＲＬでア

クセスできるページが完成する。最

後にこのページを図６の左側の

 

図９ PageTabを設定する画面 

 

 

図１０ Facebookキャンパスを選ぶ画面 

https://developers.facebook.com/apps/839467422779983/
https://developers.facebook.com/docs/
https://developers.facebook.com/apps/839467422779983/
https://developers.facebook.com/apps/839467422779983/


 

 

図１１ Facebookキャンパスの設定画面 

 

図１２ Facebookキャンパスの設定続き画面 



「Status&Review」を選んだ時に現れる 

 「Do you want to make this app and all its 

live features available to the general public?」

の右側のボタンの「No」をクリックし、「Yes」

が表示された状態にして公開状態にする。 

図１３に完成したページを示す。 

 

３． ホームページの中にFacebook記事を埋め

込む方法 

松阪市のホームページのようにFacebookのサイトをホームページ内の一部として見えるようにする

方法について述べる。これは iFrame機能（インラインフレーム機能）と呼び、実現は容易である。

Facebookの中の記事の書き込み役を複数にする場合が大変であり、Facebookアカウントを複数の人に

渡すことになる。そして誰が書き込んだかわかるようにするために書き込みルールが必要となる。この

記事に対するコメントは、ホームページ内の表示部分には反映されず、Facebookのサイトのページを

直接見に来た人にのみ見えるようになる。 

（１）埋め込むコードの取得方法 

https://developers.facebook.com/docs/plugins/like-box-for-pages?locale=ja_JP にアクセスし、

「Facebook Page URL」の欄にFacebookページのURL（例えば、https://www.facebook.com/ 

yamamorilabo/）を入力し、「Show Posts」 のチェックを入れて、「Show Friends' Faces」 のチェ

ックをはずし、「Get Code」ボタンを押す。 

<div id="fb-root"> </div> 

<script>(function(d, s, id) {  var js, fjs = d.getElementsByTagName(s)[0]; 

  if (d.getElementById(id)) return;   js = d.createElement(s); js.id = id; 

  js.src = "//connect.facebook.net/ja_JP/sdk.js#xfbml=1&appId=501559749982379&version=v2.0"; 

fjs.parentNode.insertBefore(js,fjs); } (document,'script','facebook-jssdk' )); </script> 

をHTMLファイルの<body>タグのすぐ後ろぐらいに書き、 

<div class="fb-like-box" data-href="https://www.facebook.com/yamamorilabo/" data-colorscheme= 

"light" data-show-faces="false" data-header="true" data-stream= "true" data-show-border="true"> 

</div> 

をHTMLファイルのFacebookページを埋め込みたい位置に書けば良い。<iframe>タグを使って書

く方法もある。 

 

４．ホームページの中にいいねボタンを埋め込む方法 

Facebookのいいねボタンがホームページに現れ、いいねボタンを押すと、何人の人がいいねを押し

ているかがわかり、Facebookのサイトからは誰がいいねボタンを押しているかも見ることができるよ

 

図１３ 完成したページ 



うになる。 

（１）埋め込むコードの取得方法 

開発者用のページ（https://developers.facebook.com/）にアクセスし、上の方の「Docs」のメニュー

の中、「Social Plugins」のサブメニューを選択する。「「いいね！」ボタン」と書いてあるリンクをクリ

ックし、「URL to Like」の欄に、いいねを押してもらいたいページのＵＲＬ（例えば、http://www.cc. 

mie-u.ac.jp/~lv2013/ ）を書き、「Show Friends' Faces」のチェックをはずす等、表示される形を選択

して、「Get Code」ボタンを押す。 

<div id="fb-root"> </div> 

<script> （ここの中身は３章と同じであるため略） </script> 

をHTMLファイルの<body>タグのすぐ後ろぐらいに書き、 

<div class="fb-like" data-href="http://www.cc.mie-u.ac.jp/~lv2013/" data-layout="standard" 

data-action="like" data-show-faces="false" data-share="false"> </div> 

を HTML ファイルのボタンを貼りたい位置に書けば良い。3 章と同様に、<iframe>タグを使って書く

方法もある。 

 

５． 他サイトでの書き込みをFacebook内の記事へ同時に書き込む方法 

みえぢん+SNSや元気っ津+PlusのSNSのようにOAuth認証を使って、他サイトでの書き込み記事

をFacebookにも書き込む方法について述べる。ただし、応答が非常に遅いため、お勧めではない。 

まず、みえぢん+SNSや元気っ津+PlusのSNS（コンシューマー)をFacebook（サービスプロバイダ

ー)に登録を行い、Consumer KeyとConsumer Secretという値をFacebookから事前に取得する。こ

れにより、サービスプロバイダーが、コンシューマーに OAuth利用許可を与えることになる。実際に利

用者がコンシューマーを通してサービスプロバイダーのサービスを利用する時は、Consumer Key と

Consumer Secretを元に、やり取りがあった後に、アクセストークンをサービスプロバイダーが発行し、

そのアクセストークンを使ってFacebookに投稿することができるようになる。 

ユーザ認証させるところは、 

$url='https://www.facebook.com/dialog/oauth?client_id=$application_id&redirect_uri=urlencode( 

 $redirect_uri )&scope=publish_stream';  

のようなURLを使って、header("Location: $url"); の関数でリダイレクトさせるようにする。 

アクセストークンを取得するのは、 

$url = 'https://graph.facebook.com/oauth/access_token?client_id=$application_id&client_secret= 

$application_secret&code=$_GET['code']&redirect_uri=urlencode($redirect_uri); 

のようなURLを使う。 

アクセストークンの取得後には、 

  $ch = curl_init(); 

  $params = 'access_token=' . urlencode($access_token); 



  $params .= '&message=' . urlencode(  記述文  ); 

  curl_setopt($ch, CURLOPT_URL, 'https://graph.facebook.com/me/feed'); 

  curl_setopt($ch, CURLOPT_POSTFIELDS, $params); 

  curl_setopt($ch, CURLOPT_POST, 1); 

  curl_setopt($ch, CURLOPT_RETURNTRANSFER, 1); 

  $resp = curl_exec($ch); 

  curl_close($ch); 

のようなコードでFacebookに書き込みを行う。 

 

６．Facebookの今後 

SNS疲れと呼ばれる症状が出始めており、熱心にアクセスしているユーザが自分の時間を取られるこ

とにより疲労感が出てきている。あまりに多くの情報が流れ、多くの話題に興味を持たされてしまい、

あれもこれも頭の中に情報が入って来るため疲れが出てしまう。テレビの場合は見えているチャンネル

を１つ選んでぼんやりと見流していることができるが、ネット利用者は積極的に情報を得ようとするた

め、時間が取られ、様々な情報を取捨選択していくため疲れが出る。知人の書き込みに対して丁寧に返

答しようという責任感の強い人ほど、疲労感が出ると思われる。本来、人間は安心の境地に入りたいた

めに、物事を深く突き詰めて悟っていかなければならないと思う。そのためには集中して頭を使ってい

かなければならない。ネットを使う場合、物事を突き詰めて行く方向へ情報が得られれば良いが、どち

らかと言うと、話題の広がる方向への情報しか得られない。検索を繰り返しても深い情報の所へ辿り着

くには至難の業であり、なかなか見つからないため疲れが出てしまう。若者らが行っているLINEによ

る情報交換も然り、浅い会話で時間を取られ、繋がりが大事とばかりに気を取られている。深い友達付

き合いはLINEだけではできず、現実社会での活動がないと真の友達が得られないものである。 

よって、Facebookも疲れがわかってくると衰退していくと推測される。実名での発信による怖さも

知り、匿名で利用できるFacebookに対抗した新しいSNSも出始めている。一方、商品を売り込もうと

する業者の方は、より見てもらおうとしてFacebookへの参入が増えると思われる。Facebookに登録さ

れるデータ（住んでいる市町村、性別、年齢、興味の対象等）を使ってターゲットを細かく指定して広

告を出すことができるようになっている。mixiの場合、会員の招待性を止めてから、業者の商品の売り

込みのような記事が増え衰退を招いたとも言われている。商品の売り込みを見ることに自分の時間を取

られて嫌気が差していくのである。Facebookの場合も情報が氾濫しすぎているので、嫌気が差されな

いように注意が必要である。と言ってもFacebook運営者には意見が届かないと思うが、利用者として

は自分の時間を取られないように注意すべきである。 

また現状のFacebookの場合、利用していてFacebookの応答が遅すぎる所が難点である。これは、

ケータイ向きのFacebookのURL（https://m.facebook.com/）をPCのブラウザで見れば、ネットワー

クが遅い時に見やすくなるが、改良していって欲しいものである。 

 



７．SNS衰退の考察 

地域SNSの衰退理由は、参加者増の勢いが止まり、日記を書いても同じ人からのみ見られているこ

とで、書く側の意欲が失せていったため、他の流行しているSNSへ書く場を移していき、急速に新し

い記事の件数が減り、拍車を掛けるように読み手も他のSNSへ移っていったことにあると思う。全国

版SNSのmixiの場合は、知らない人からのコメントの応対に追われる中、Facebookが流行し、Facebook

が実名登録制であるため、知人が参加しているかもしれないと知人を探す楽しさも加わって、Facebook

に参加し、多くの情報が得られる楽しさからFacebookでも記事を書き、mixiを忘れ去ることになって

いったのだと思う。 

現在、LinkedInと呼ばれるビジネスのためのSNSが流行し始めている。企業で使われ始めているよ

うである。こちらは知人がLinkedInに入っていないかを知人のメールアドレスをキーワードにして検

索すると、そのメールアドレスへ「LinkedINつながりリクエスト」と称するメールが知人へ飛んでし

まうようである。すなわち、LinkedINの中にメールアドレスが蓄積されていっていることになる。こ

れから先、新しいコミュニケーションツールができると、確かめるために入ってみることが起きる。個

人の情報が各サイト内に蓄積されていって、自分をネット上にさらけ出していっている訳で、知らない

間に情報流出が起きていっている。その中で、業者が目を付け、より多くの人に商品を見てもらうよう

に、ひたすら参入してくると思われる。SNSサイトを運営する側も、利用者の興味を惹く商品を個々の

利用者へ合わせて提示していくことが望まれる。 

 

８．おわりに 

動画に特化したYouTube、つぶやきに特化したTwitter、日記に特化したFacebookが現在の時点で

流行しているが、利用者は多くの時間を取られることに閉口している。利用者の興味を把握しているサ

イトへ業者は広告を出したいため、その能力を持つサイトは収入を得て生き残ることができる。自分の

ホームページやブログを持っている一般の利用者達は、より多くの人に読んでもらえるように、

Facebookが流行している間はFacebookとの連携が進むであろう。尤も読者に魅力のある内容を情報提

供しなければ連携しても読まれないままではある。非常に多くのページが氾濫する中で、惹きつける物

や見せ方に関する工夫は必要である。自分自身のページの中での整理や見やすさを良くすることは言う

までもない。 

また、スマートフォン向きのサービスが増えており、10秒動画コミュニティのMixChannel、ライブ

配信が行えるTwitCasting、写真共有サービスの Instagram、携帯電話向けブログサービスDECOLOG

などが若者に広まっているため、Facebookもケータイでの利用が増えると思われる。 
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